
メンタリスト DaiGoの話 

 

僕は時々、時事ネタを導入として自分の考察を述べることがある。時事ネタ

を使ってはいるけれど、それはあくまで「つかみ」に過ぎず、そこで行ってい

る考察にはある程度の深みがあり、オリジナリティもあるという自負がある。

だけどこの文章はそれほどの深みはなく、ただの時事ネタだ。 

なぜそんな文章を書くのかというと、僕にとって文章を書くということは排

泄行為でもあるからだ。思いついたことを書いて外に出さなければ次の思考が

進まず、次の文章も書けない。だからこの文章は、書きたいことを書く準備の

ためにやむを得ず書くものである。 

 

この文章を書いている２０２１年８月半ば、オリンピックも終わり、世間は

メンタリストで有名な DaiGo の発言でちょっとした騒ぎになっている。僕は

きちんとチェックしていないけれど、ホームレスの命よりネコの命のほうが大

事だというような発言をしたそうだ。本当かどうかわからないけれど、北川景

子と結婚したほうの DAIGO にも飛び火しているそうだ。混乱しないよう、仕

方ないので問題を起こしたほうは正式に DaiGo と書くことにする。 

DaiGo の問題に対する世間の評価は、ホームレス差別でとんでもないという

ものだ。だけど僕の見立てだとちょっと違う。その違和感を形にするために、

この文章を書きたくなったのだ。 

 

僕の理解だと、DaiGoは言うべき「真実」（念のためだけど、僕はこれを真

実だと考えている訳ではないからカギカッコをつけている。）を言い損なった

のだろう。彼がどこまで意識していたかどうかは別にして、僕ならば彼が言い

たかったはずの「真実」を次のように言い表してみたい。 

 

① 平等なんて嘘だ。すべての人は身近で自分が好む存在を大切にする。異国

に住む全く見知らぬ人や嫌いな人よりも近くにいる家族や、好きな友人を大

切にする。なお、その対象となる存在は人間に限らず、ネコなども含まれ

る。実際、人は遠くにいる人間や嫌いな人間よりも自分が飼っているネコの

ほうを大切にするではないか。 



② 私（DaiGo）はホームレスのことが不潔で不快だから嫌いで、ネコのこと

は好きだ。 

③ ①・②より、私（DaiGo）は自分から遠くて嫌いなホームレスより、身近

で好きなネコのほうを大切にする。 

 

  このように書いてみると、この限りでは DaiGo が言っていることはそれほ

どおかしくはないと思う。どちらかというと、このような意見に反論すること

のほうが問題となる場合が多いと思う。例えば、身近な家族や友人と、異国の

名前も知らない人とを等しく取り扱うべきだという主張は極端すぎるだろう。

もしその主張を貫徹するならば、アフリカのすべての難民の生活レベルが向上

するまで、その人やその周囲の人は難民と同レベルの生活をすべきだというこ

とになる。もしそれができないならば、常に罪悪感を持ち続けるべきというこ

とになる。また、DaiGo という個人がホームレスのことを嫌いなのはおかしい

という主張をする人が仮にいたとしたなら、その人は他人の好みに首を突っ込

みすぎで、余計なおせっかいだと感じる人が多いだろう。丁寧に論じれば、も

しかしたら、「真実」は真実ではないということになるかもしれないけれど、

なかなか困難な道筋であることは確かだろう。そのような意味で、DaiGo が述

べるべきだったことは、（カギカッコ付きの）「真実」だと僕は思う。 

 

 では、DaiGo がどこで間違えてしまったのかというと、①・②・③と分ける

べき主張をごっちゃにして述べてしまったというところにあるのだろう。彼

は、ホームレスが嫌いだということを自分の好みではなく、すべての人に共通

の当然のことだと誤解してしまった。だが実は、すべての人共通なのは、嫌い

なものより好きなものを尊重するという態度なのだ。彼はそこにある区別に気

づかず、人は誰もが、ホームレスという嫌われ者よりもネコのほうを尊重すべ

きだ、と述べてしまったということになる。 

 

 そう考えると、世間から叩かれた DaiGoが反省し、ホームレスについて勉

強しようと思い立ったことも筋が通っている。彼は自分の主張のうち、②にあ

たる部分が間違いだったと思っているのだろう。つまり、自分がホームレスを

怠惰で不潔だと思っていたのは間違いかもしれない、ホームレスになった事情



を勉強すれば、ホームレスのことを忌み嫌わなくなるかもしれない。彼はその

ように思ったのだろう。 

 だけど僕の見立てだと、そういう話ではない。きっと人は、無条件に何かを

好きだったり、何かを嫌いだったりすることからは逃れられない。仏教なら

ば、そのような愚かさから少しでも抜け出せるように学ぶべきであり、そのよ

うな執着から抜け出すことこそが人生の意義だと言うのだろう。だけどそれは

ちょっと次元が違う話で、この文章が取り扱っているような日常レベルでは、

人は当然に好悪とともに生きている。 

頭がいいキャラで売っている DaiGo には申し訳ないけれど、残念ながら、

彼が抱えていた問題は、心がけや性格に起因するものではなく、単に論理的な

問題であり、彼がきちんと思考できなかったために生じた問題なのだ。 

詳しくは知らないけれど、今回の発言は、DaiGo が You Tube か何かで彼の

ファンと応答するなかで出たもののようだ。DaiGo 個人の問題というよりも、

きっと、誰かが誰かに一方的に知を与えるような場のあり方が、きちんと思考

をすることに適していないのだろう。 

 

最後に、彼が言うはずだった「真実」のうち１つ目を再掲しておきたい。 

 

① 平等なんて嘘だ。すべての人は身近で自分が好む存在を大切にする。異国

に住む全く見知らぬ人や嫌いな人よりも近くにいる家族や、好きな友人を大

切にする。なお、その対象となる存在は人間に限らず、ネコなども含まれ

る。実際、人は遠くにいる人間や嫌いな人間よりも自分が飼っているネコの

ほうを大切にするではないか。 

 

  これは、バーナード・ウィリアムズが「近接性」（『生き方について哲学は

何が言えるか』pp.360-361）と呼んだものの僕なりの言い換えだ。遠くにいる

ホームレスの人が骨折して苦しんでいるのと、自分が飼っているネコが骨折し

ているのを同時に知ったなら、一定割合の人はきっと、ホームレスの人より飼

っているネコのほうに駆けつけるだろう。それがネコではなくて自分の子供だ

ったら１００％の確率で子供を選ぶだろう。この「近接性」の議論はかなり説

得力のあるものであり、DaiGo が述べるべき「真実」はこれだったのだろう。 

 



  だけど、僕はこの「真実」では満足できないから、その先を考えている。だ

けど、これ以上の「真実」はなかなか見つからない。その意味で、あくまでこ

れはカギカッコ付きの真実なのだ。 

 


